
第8回宇宙開発委員会（定例会議）

　　議　事　次　第

r●’

1．　日 時

2．㌦場　　所

5．議　　題

4．資　　料

委8－1

二三一2

委8－3

委8－4，

委8－5

昭和55年5月24日（水）

午後2時～4時・

宇宙開発委員会会議室

（1）部会の改組について

（2）第四部会の構成員の指名について

（3）第四部会への審議付託について

第7回雪齢∫発委員会（糊会議）議事要旨

政策大栴調査会の廃止につ調て（案）’

部会の設置等について（案）

第四部会構成員

実験馴熔量祉通麟劉cs）等嫡星の継
げ結果の評価について（案）

直
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第7回宇宙開発委員今’（定例会議）

　　　議事要旨

4・資　　料

　委7－1．

　委7」2

　委7－5、

5．出席者

　　　宇宙開発委員会委員長代理

　　　　　’〃　　　　委員・

　　　　　疏．　　　　　　　”

　　　　　〃’、　　　　　　　　”．

　　設明者

　　　運輸省航空局管制保安部保安企画課
　　　　　　　　　　　航睾管制技術調査官
　　関係省庁職員簿’

　　　科学技術庁長官官房参事官

　　’文部省学術国際局審議官　　　　　，

　　　通商産業管機械情報産業局次長

　　　　　〃　一工業技術院総務部長

時昭和55年5月17日（水）
　　　午後2時～4時

所　　宇宙開発委員会会議室、　　　　　　㌧

題　　（1）共同エアロサツト評価計画の現況．に？いて

　　　（2）宇宙開発計画の見直しについて

　第6回宇宙開発委員会（三時会議）議事要矯　『　・

共向エア・サツト諦計画の現況

　宇宙開発計画の見直しについて’（集）
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　　運輸省大臣官房二二官

　　　　〃　気象庁総務部長

　　　、〃　海上保安庁総務部長

　　　郵政省電波監理局審議官

　　建設省大臣官房技術参事官

　　東京大学宇宙航空研究所’

　　郵政省電波監理局

　　宇宙開発事業団
　事務局・’、

　　科学按術庁研究調整局宇宙企画謙長

　　　　　〃　　　　〃　　宇宙国際課長

　　　　　〃　　　　〃　’宇宙開発課長

6議事要旨
（1）’前回議事要旨．
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　　第6野鶴醗委員会，（臨時会議）議事図解ついて・5

頁（2）の網麟員の発言中「同定」とあるのを冠辞」、とし・

一同頁（3）吉識委員の発言中「合金には」三下を「材料には何

　の合金が使われているか」乏訂正の上、確誌された。

（2）、共同エアロサツト評価計画の規況について

　　運輸省航空局管制保安部保安傘画諌の玉田敏夫｛航空管噛

　制技術調査官から資料委7二2に基づいて三明が行われたの

　ち、以下の質疑応答が行わ離た。
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　八部：検討委員会に対する各国の態度はどう外。－

　玉出：欧州諸国は、検討委員会で機ナするまでもな・く・衛星を用

　　　φた実験は有用であるというζとから・この検討会に回して

　　　消極的である。

　　　．日本としては、予算上可能な範囲内で参加していきたい・・．

　入藤：日本も完成品を買うだけでなく、初あから参加し・飽強し’『

　　　ていくことは必要と思う・　　　　　・　　一

三1国騨晒情もあるが・類会で開発を醗したのち訪
　　　針が二転、・三転ずるようではこまる・運輸省としては・今後

　　　どのように進めてφくのか・

　玉田8現在は俵だ、萌確な方針は決まっていないが、．航空衛星は

　　　今後必ず必要となるものなので、各国の動向をよくみながら・

〆　　　進めていきたい。

　八藤：大綱では航空衛星をどのように扱っているのか・

　事務局i移動体通信技術衛星シb一ズの中で技術開発を行い・移

　　　動体通信。航行衛星シリーズとし：て実用に供していくことと

　　　七ている。

（3）宇宙高高計画の見直しについて

　　事務局から資料委7－3に基づいて説明が行われ・以†ID質

　疑応答が行われたのち・原案どおり深定されたr

八百二2．のr見直し」・を「年度見直し」と変えなく．ともよいか6

鰯局慮る胡1泊委員会で決定され燭和52鞭瀧の’
　　宇宙開発計画の見直しということが文章上明ちかであるので・

　　原案どおりでよφと考える。　　　’
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政策大回調査会の廃止について（案）

日
会4
員

2月
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開
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宇

・d●
　政策大納調査会は、昭和55年2月4日・宇宙開発委

員会に報告書を提出し、その任務を終了したので廃止す

る。
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　　　　　　　部会の設置等につφて傑）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　胎動55年5月24・日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会決定

一，宇宙醗委員会（以下「三会」という・・）・における部会畷

置等について、次のとおり定める・

1　部　会

　　委員会に隔意する部会は・常設部会及び特別部会とする・

　1．辱常設部会

　　（1＞　委員会に、常設部会として、第一画面・第二部会・第三

　　　部会及び第四部会を遣く。

　　（2）（1）詫掲げる部会は、それぞれ次の各号に規定する事項の

　　　うち、委員会で定めるものについて調査審議する・

　　　①巳第・一部会

　　　　　毎年輪回翻発懸徽の見渤方針及び宇宙醗’

　’・剤画燗すること・．

　　　②　第二部会

　　　　　宇宙開発政策大縞（ρ推進に当たって特に重要な事項に

　　　　関すること。

　　　⑤第三部会

　　　　　人工衛撒醐工醒打上げ用ロケツ下（以下「人工

　　　　衛星等」という。）の開化及び打上げに係る安全に関す

　　　一ること。　　噛．　　噛　，　．　　　し　　　♂、　　’

　④　第四部会

　　　人工衛星等の打上げ（打上げ実験及び地上実験童含む。）

　　の結果ρ評価に関すること・

　2．　特別部会

　（1）委員会に、特別部会として、必要に応じ別に委員会で定

　　める部会を置く。

　（2）（1）に掲げる部会は、委員会で定める事項に’ついて論査審

　　　書する。

皿　分科会

（D　部会は．・その定めるところにより・分科会を置くことがで

　　きる。

（2）分科会回すべきw勝lltは類会の承認を得て・部会長．

　　が指名する。

　（3）分科会に分科会長を置き・その分科会に犀する専門委員の

　　うちから部会長の指名する者がこれに当たる。

　④一分科会は、分科会長が招集し、主宰する・・、

（5）分科飯に轍があるときは、その分科会瞳する専門委

　　員のうちから、あらかじめ部会長の指名する者がその職務を

　　代理する。

　（61分科会において調査藩議を三才したときは・その結＝果に基

づき・部会で定めるところによ儲～ P燗～郷細し・
　　又は意見を述べ乙ものとする。

　（7＞（1）から（6）までに定めるもη）のほか・分科会の灘．し必．＿

　　旧事囎扮科会長が分科会にゆ？て定める・

●
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　…皿　宇宙開発委員会決定の廃止　　．騨　　　　　　　　一　．

　　三会の設置等についそ（昭和50年2月12日決定）は、廃止

　する。

◎



第　四　部　会　構　成　員

’

昭和53年5月

◎

部　会　長

部会長代理

専門委員

佐貫亦男
和田　正隔信

秋葉錬⊂：郎

内田茂男
平木　　　一・

糟谷　　績

野村民也

平井正一一

長洲秀夫

前　田 弘

日本大学理工学研究所顧問

東北大学工学部教授

東京大学宇宙航空研究所教授

名古屋大学工学部教授

宇宙開発事業団理事

郵政省電波研究所長

棄京大学宇宙航空研究所教授

宇宙開発事業団理事

科学技術庁航空宇宙技術研究所

宇宙研究一 Oループ総合研究官
　　　　　　　　＼
京都大学工学部教疫



実験用中容量静止通信衛星（ds）等4衛星
の打上げ結果の評価について（案）

　　　　　　　　　　　　　昭和53年5月24日
　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会決定

◎

　実験用中容量静止通信衛星（CS）等　4衛星の打上げ結果を

評価するため、次により調査審議を行うものとする・　　，

1．　宇宙開発事業団による実験用中田iま静止通信衛星（GS）・・

　雷離層観測衛星（エSS一や）及び実験用中型放送冷酒（BS）

　の打上げ及び追跡管制結果並びに東京大学宇宙航空研究所によ

　る第5号科学衛星，（EXOS－A）の打上げ及び追跡管制結果

　の評価のために必要な技術的事填について調査審議を行う。

2　1．の訪査審議は、第四部会にお・いて行い1昭和・55年8月末

までに織ることを二途とする・但し・実験用中型放送纏（BS）

についてば、搭載機器の機能確認後可及的速やかに終えること

　とする。
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